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始まった師走のＩＰＯラッシュ 

 

 今年を表す漢字が「戦」に決まったようですが、まさに戦いの日々。見えない敵とも言

うべきコロナとの戦いが２年も続き、ウクライナ戦争勃発の年となった訳ですから、誰が考

えてもこの１文字が脳裏に浮かぶことになります。先日開催されたワールドカップサッカー

ではいくつもの戦いを経て日本チームが決勝リーグに残り、多くの国民の興奮と感動をもた

らしました。こうした中で日本の株式市場も売り方と買い方の戦いの日々が続き、気が付く

ともう師走半ばとなってきました。 

１２月１日のサイフューズ（４８９２）のＩＰＯ以来途絶えていた師走のＩＰＯが昨日の

ｐｒｏｐｅｒｔｙ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ（５５２７）から本格化。１２月は１銘柄が

取り消され２９日のスマサポ（９３４２）まで２５銘柄が上場予定。今年のＩＰＯ銘柄合計

は９１銘柄となりますが特に１２月後半はラッシュ状態となり消化難となる恐れもあります

が、この中にはユニークなビジネス展開を見せている成長銘柄も含まれていると見られます。

ＩＰＯ銘柄に関心をお寄せの投資家の皆様にとっては新たな戦いが始まることになります。 

本日は７年９カ月ぶりにグロース市場に再上場を果たしたスカイマーク（９２０４）が早

くも公開価格１１７０円に対して８．７％上回る１２７２円で無事に離陸。コロナ禍後の観

光客増加という短期的な収益拡大期待をポジティブに見る投資家の関心が高まっているよう

です。更に本日は環境関連、資源リサイクル事業を展開する大栄環境（９３３６）がプライ

ム市場に上場。公開価格１３５０円を２６．７％上回る１７１０円で取引を開始。その後も

堅調な株価推移を見せるなど関心を呼んでいます。今週は１５日にモビリティデータ活用サ

ービスを提供するスマートドライブ（５１３７・Ｇ・公開価格１３２０円）、１６日はワーキ

ングデータプラットフォーム事業を展開するオープンワーク（５１３９・Ｇ・同３１５０円）、

レンタルスペース予約プラットフォームを展開するＲｅｂａｓｅ（５１３８・Ｇ・同９２０

円）、飲食店向け生鮮食品Ｅコマースサービスを展開するフーディソン（７１１４・Ｇ・同２

３００円）の３社がＩＰＯを予定しています。いずれも興味深いビジネスを展開しており、

ＩＰＯ後の初値形成、その後の株価変動への関心が高まるものと思われます。 

こうしたＩＰＯラッシュの中で取り残された感があるのが直近のＩＰＯ銘柄です。とりわ

け９月から１１月にかけてのＩＰＯ銘柄には事業内容や業績の影響と言うより換金売りによ

る株価下落が見出されます。忘れ去られようとする過去のＩＰＯ銘柄にもなかなかユニーク

な銘柄が存在するということを念頭に入れながら投資家の皆様には取り組まれてはどうでし

ょうか。ＩＰＯ後の株価の低迷は投資家の理解が不足しているということもあります。１０

月７日に上場したラグジュアリーゴルフブランド「ＭＡＲＫ＆ＬＯＮＡ」を展開するキュー

ブ（７１１２）の株価は公開初値２１９０円から２か月足らずで４割近い下落を見せていま

すが、企業訪問する限りは成長指向の高収益企業との印象です。皆さんも一度吟味されては

いかがでしょうか。             （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


